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⑤食べ物を話題にする子ども」3）の5項目が示されている
が、「③一緒に食べたい人がいる子ども、④食事づくり、
準備に関する子ども」の姿に相当する体験である。
さらに、「食べられなかったものが食べられたことが嬉
しかった」というのは、「②食べたいもの、好きなものが
増える子ども」の姿であるといえる。また、「⑤食べ物を
話題にする子ども」の姿は、食への興味関心が促進され
ていた「良い思い出」となったものである。
「嫌な思い出」には、「強要」、「孤」、「不適切な食べ方」
があげられる。「強要」は「保育園、学校の給食時に食べ
なければいけない」のように保育者の支援の在り方を園
児として体験したものがある。
「孤」は「友達が食べているのに食べられないことが辛
い」等であるが、相対して、「みんなと食べられるように
なったことが嬉しかった」としている者は「良い思い出」
となっている。前述しているが、「食べられない給食に準
じた弁当を作ってくれた」というのはまさに「孤」にさ
せない親の支援である。
「不適切な食べ方」としたのは「のどに引っかかった」、
「食べた直後に嘔吐」等から、どこで誰とどのように食べ
ていたのか。その年齢において適切な食べ方、調理の仕
方があったのだろうか。生活リズムやマナー等の背景等
があると想定される。
「嫌な思い出」を、期待できる子どもの姿と照らし合す
と、「①お腹のすくリズムのもてる子ども、②食べたいも
の、好きなものが増える子ども、③一緒に食べたい人が
いる子ども」の視点がどうであったのか問われる。
本調査対象の学生はバブル終焉期の1990年以降に生ま
れている。「共食文化の崩壊」、「食の安全の揺らぎ（BSE、
O-157食中毒発生）」4）という背景がある。
本調査から「人と人が一緒に食べ、共に作ることの楽
しさ、喜び」という食育の根幹となる結果を得ることが
できた。これらの記述の分析は保育者として、食育を導
入していく上での一助となるであろう。継続した調査を
実施し、食育実践活動の基礎資料としていく。
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